
郡山市の 
除染の取り組みについて 

日  時  平成２４年１月２９日（日） 

場  所  郡山女子大学  

第２回 安全・安心フォーラム 

郡 山 市 
原子力災害対策直轄室 

℡ 024-924-4731 

みんなの 
“笑顔”と“元気”  

   取り戻します。 
 



郡山市の原子力災害の 
取り組みについて 

◉ 原子力災害対策直轄室の設置 

◉ 原子力災害アドバイザーの選任 

◉ 小・中学校、保育所の表土除去 

◉ 線量低減に向けた取り組み 

◉ 放射線からの健康管理 

◉ 新たな事業への取り組み 

◉ 子どもたちが、のびのび活動できるために 

◉ 震災後子どもの心のケアプロジェクト 

◎ 郡山市ふるさと再生除染計画 
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原子力災害対策直轄室の設置 

▼ 経  緯 
  Ｈ23.3.11     東日本大震災、 
                東京電力福島第一原子力発電所事故発生 
      6.11     原子力災害対策プロジェクトチーム発足 
      10.11     原子力災害対策直轄室を設置 
                         （職員１２名体制） 

▼ 役  割 
  市長、副市長の指示のもと、 

  ・ 「除染計画推進」、「健康管理・分析」、「損害賠償相 

   談」等の事務にあたる。 
  ・ 各部局の連絡調整をする。 
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原子力災害対策アドバイザーの選任 

▼ 目 的   除染や市民の健康管理等について、 

         専門的な見地から多角的に助言をいた 

         だく。 

▼ 人 数   ４ 名 

▼ 人 員 

 氏    名 所             属 

大久保 利晃 氏 (財)放射線影響研究所 理事長 

真 田  宏 夫 氏 千葉大学 名誉教授 

富 田    悟 氏 東京工業大学放射線総合センター 助教 

太 神  和 廣 氏 (社)郡山医師会 理事 
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 小・中学校、保育所等の表土除去 ① 

▼ 経 緯 

  ４月２７日  全国に先駆けて小中学校及び保育所 

          等の表土除去を開始。 

  12月13日  全ての小中学校及び保育所等で毎時 

          １．０マイクロシーベルトを下回る。 

▼ 除染実施施設数       １７９施設／２３０施設 

    施設区分 施 設 数 施設区分 施 設 数 

保育所（公立） ２４／２５ 幼 稚 園 ２７／３３ 

保育所（認可） １２／１４ 小 学 校 ６０／６１ 

保育所（認可外） ２９／６９ 中 学 校 ２７／２８ 
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小・中学校、保育所等の表土除去 ② 

▼ スポーツ広場の基準 

  地上５０センチメートルで毎時１.０マイクロシーベル
ト以上が対象 

▼ 実施状況 

 ◉ スポーツ広場等 

   開成山野球場、スポーツ広場（喜久田、安積）、 

   開成山補助競技場、開成山南自由広場 
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小・中学校、保育所等の表土除去 ③ 

▼ 実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 表土除去実施後は、安心して利用していただくため、 

   線量を表示した看板を設置します。 

 

 

 

 

種   別 実施する主な公園 実施予定 実施済 

都市公園 開成山公園、荒池西公園など １７４ ９９ 

ちびっ子広場 菜根三丁目ちびっ子広場など ２５２ １６６ 

農村公園 荒池農村公園など ３ １ 

市営住宅団地内公園 鶴見坦団地公園など ２５ １７ 

合         計 ４５４ ２８３ 
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線量低減に向けた取組み 

▼ 市の取組み 

 ◉ 「放射性物質除染マニュアル」を作成 
 

 ◉ 「線量低減化活動支援事業」の実施 

   通学路等、子どもが過ごす時間が多い場所における
放射線量の低減を図るため、町内会等が実施する除染
活動に対して、１団体あたり上限５０万円を補助 

  ・ 補助実績    ４６８団体（１月２０日現在） 
 

 ◉ サーベイメータの配備 

   全ての町内会（655団体）に１台ずつ配布 
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放射線からの健康管理 

▼ バッジ式積算線量計の配布 

 ◉ 対 象   小・中学生、未就学児・妊婦 

          約５２,０００人 

          １０月から３回（４～５か月間）実施   

 ◉ 結 果（第１回目）   

   「健康に影響を与える 

     ような数値ではない。」 

      （市アドバイザーより） 
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１月から開始した新たな事業 

身の回りの放射線を「見える化」し、市民の安心に
つなげる。 

▼ 個人宅の放射線量測定事業 
 ◉ 事業開始  平成２４年１月１１日から 

 ◉ 申込件数  ９５２件（１月２４日現在）  

▼ 空間線量計（サーベイメータ）貸出事業 
 ◉ 事業開始  平成２４年１月２３日から 

 ◉ 申込件数  ３６０件（１月２４日現在）  

▼ 電子式積算線量計貸出事業 
 ◉ 事業開始  平成２４年１月２５日から 
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（仮称）郡山市放射線健康管理センター 

▼ 開設時期   平成２４年度早期を目途 

▼ 検査内容 

 ◉ ホールボディカウンタによる内部被ばく検査 

  ・ 台   数  立位式 １台、チェア式 １台 

  ・ 検査対象  希望する全市民 

            （妊婦や１８歳までの子どもを優先） 
 

 ◉ 超音波検査機器による子どもの甲状腺検査 

   現在、県立医科大学において具体的な実施方法等につい
て検討中。今後、県立医大・郡山医師会と協議する。 

  ・ 検査対象  １８歳以下の市民  
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食品の安全確保 ① 

▼ カリウム肥料の購入費用一部助成 

   放射性セシウムの吸収を抑制するため 

  ・ 助成額   ４,６５０万円 （３,６００ｈａ対応） 
 

▼ 放射性物質測定機器の整備 

 ◉ ゲルマニウム半導体検出器 

  ・ 設置場所  保健所（１台）、水道局（１台） 

  ・  用   途  ▷米、水道水検査用 

           ▷簡易検査で高い数値の 

            出た食品の精密検査用 
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食品の安全確保 ② 
 

▼ 放射性物質測定機器の整備 

 ◉ ＮａＩｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀ 

  ・ 設置場所  食肉衛生検査所（２台）、農業ｾﾝﾀｰ（１台）、 

            総合卸売市場（１台）、保健所（１台） 

  ・  用   途  出荷前食肉検査、出荷前農産物検査、井戸水、 

           保育所給食検査、食品買取検査用 
 

※ 今後の整備予定 

 ◉ ＮａＩｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀ（学校給食検査用） 

   給食センター調理分を毎食、自校給食分をﾛｰﾃｰｼｮﾝ検査 

 ◉ ＮａＩｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀ（市民が持ちこむ食品等） 

    全行政センター、地域公民館等に４９台配置予定 
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 子どもたちが、 
   のびのび活動できるために ① 

屋外の活動が制限されている子どもたちが、のびの

びと活動できる機会を提供する。 

▼ 湖南林間学校 

 ◉ 対   象   小学生とその保護者 

 ◉ 実施時期   夏休み期間中 

 ◉ 実施回数   ３ 回 

 ◉ 参加者数   ４２４名 （うち保護者 ６８名） 

 ◉ 内   容   水泳、ダンス教室、水生生物調査、 

           星空観察、自然散策など 
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 子どもたちが、 
   のびのび活動できるために ② 

自由に外で遊べない小学生等に各公民館を開放し、

勉強、読書など自由に活用する機会を提供する。 

▼ のびのび公民館サマースクール 

 ◉ 対   象   小学生等 

 ◉ 実施時期   夏休み期間中（７/２１～８/２４） 

 ◉ 利用者数   延べ２,５０７名   
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震災後子どもの 
       心のケアプロジェクト ① 

 郡山医師会や関係団体と連携し、子ども達の心
や体のケアに取り組む。 

▼ 「元気なこおりやま・キッズフェスタ」 

 ◉ 平成２３年５月５日 

  ・ 場  所 ニコニコこども館 

  ・ 参 加 者  １,０００人 

 ◉ ８月２６日～２８日 

  ・ 場  所  ﾊｰﾓﾆｰｽﾃｰｼｮﾝ郡山 

  ・ 参 加 者  ３,５００人 
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震災後子どもの 
       心のケアプロジェクト ② 

 東北最大の屋内遊び場。 

 株式会社ヨークベニマル等から、子どものために提供を受
けた。遊具等についても寄付を受けた。 
 

▼ 郡山市元気な遊びの広場  「ＰＥＰ Ｋｉｄs Ｋｏｒｉｙａｍａ」 

 ◉ 開  所  日   平成２３年１２月２３日 

 ◉ 施設概要   敷地 約７,０００平方メートル 

         建物 約２,４００平方メートル 

 ◉ 対   象   小学生、未就学児とその保護者 

※ その他、「子どものメンタルヘルスケア事業」、 

            「臨床心理士による心のケア研修会」を実施 
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郡山市ふるさと再生除染計画 ① 

▼ 基本方針 

  ・ 市をはじめ、地域との協働により取り組む。 

  ・ 除染費用は、全額を国、東京電力に求償する。 

▼ 計画期間と目標 

 

  

          計画期間 
H23～H27年度（５年間） 

重点期間 
H23～H25.8 

生活環境 
 年間追加被ばく線量を 

約５０％減少 

子どもの生活環境 
 年間追加被ばく線量を 

約６０％減少 

年間追加被ばく線量を   

１mSvに! 
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郡山市ふるさと再生除染計画 ② 

▼ 除染実施方針 

  汚染状況に応じて実施する。  
 
『面的な除染』 
 
追加被ばく年間  ５mSv（0.99μSv/h）を
超える区域 
 
（住宅、道路、側溝、公共施設等） 

『局所的な除染』 
 
追加被ばく年間  ５mSv（0.99μSv/h）以
下の区域 
 
   （雨樋、道路、側溝等の高線量箇所） 
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郡山市ふるさと再生除染計画 ③ 

▼ 市民協働による除染の推進 

 ◉ 郡山市線量低減化支援事業 

 ◉ 除染マニュアルの活用、相談体制 

 ◉ 除染に係る資材の配布、機器等の貸出 

 ◉ 個人住宅の空間線量計の 

  測定 

 ◉ サーベイメータ、電子式 

  積算線量計の貸出 
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郡山市ふるさと再生除染計画 ④ 

▼ 除染に伴い発生した土壌等の対応（仮置場） 

   国が設置する『中間保管施設』に搬入するまでの
間、一時的に保管する仮置場を設置。  

 ◉ 道路、側溝等    

   ⇒スポーツ広場、公園等 

 ◉ 住宅等 ⇒  宅地内 

 ◉ 全市的な仮置場 

   ⇒ 国有地等の活用を 

     協議 
安全に埋設 
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放射線・除染等啓発活動 

▼ 放射線・除染講習会 

  福島県との共催により、１月中に５回開催。 
 

▼ 安全・安心フォーラム 

  福島県との共催により、本日開催。 
 

▼ 郡山市原子力災害アドバイザーによる講演会 

  今後、市民の皆様に御周知します。 
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  おわりに 

ふるさと こおりやま に 

 住み続けるために 

 力をあわせて、 

        がんばりましょう！ 


